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地域活性化に向けた取組みと実践   
山口県立大学の「青い鳥プロジェクト」の事例を通して
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for Vitalization of Local Communities
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Abstract

　Overseas training programs can provide the students opportunities to go outside of Japan. By looking 
at  Japan and  its  culture  from outside of  Japan with global perspectives,  students might be able  to 
discover beauties and strengths  in  their own  local communities, or might be able  to find the clues  to 
solve various problems. The programs using the Project-Based-Learning （PBL） approach is especially 
effective to cultivate students’ global perspectives and critical  thinking skills. This paper reports on an 
educational oversea program, “Blue-Bird-Project” conducted in Changwon city in Korea from September 
16th  to September 24th, 2015. The program was carried out with Kyungnam University and Changwon 
city.

１．はじめに
めまぐるしい社会の変化とグローバリゼーション

に伴って、地域の課題を地域レベルにとどめること
なく、グローバルな問題としてとらえ、共に取り組
むことがますます必要不可欠になっている。このよ
うな時代の要求に応えるためには、国境や文化とい
う壁を越えて、世界的な視野のもと、知識や情報を
共有したり関連づけたりする中で、新たな構成要素
を生み出し、問題解決に取り組むことが重要であろ
う。Griffin & Care （2015）は知識や情報を単体と
しての「点」として捉えるのではなく「線」として
結び、以前とは違う新たな形を見出す、総合的に展
開できる力の習得が求められていると述べている。

文部科学省（2003）はそういった総合的な能力を
「コンピテンシー」と呼び、単なる知識や技能だけ
でなく、技能や態度を含む様々な心理的・社会的な
リソースを活用して、特定の文脈の中で複雑な要求
（課題）に対応することができる力としている。つ
まり「何を知っているか」というよりも「何ができ

るのか」に重きがあるということだ。大学生にとっ
て海外研修に参加することは日本国外に滞在する機
会を与えるだけでなく、普段生活していると見落と
しがちな自国や住んでいる地域をみつめることがで
きるきっかけとなる。また、実践活動を通して総合
的な学習を深めたりする貴重な体験にもなる。海外
では特に想像もしていなかったような思いがけない
状況に遭遇することもあり、そういった状況でも臨
機応変に対応せざるを得ない、といった環境がコン
ピテンシーの習得を促し、単なる知識を経験や実践
に落とし込み、発展させることができる。

そこで平成27年度の海外ショートプログラムの一
環として、到達目標への学習プロセスを重視する
PBL（Project Based Learning）を用い、「地域活
性化」をテーマに掲げた海外研修を試みた。本稿で
は、学生のグローバルな視点や問題解決や批判的意
識など多面的思考力の向上を促すことを目的に実施
した取組の内容を紹介する。また、学生の事後アン
ケートや学習報告書のコメントをふまえ、コンピテ

1

注1．本稿は2015年11月14日に実施されたグローバル人材育成教育学会第 3 回全国大会で発表したものに加筆・修正したものである。
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ンシー向上のための「足場かけ」とするPBL型海外
研修の有効性を図ることとする。

２．取組みの概要
海外研修は平成27年 9 月16日～24日までの 9 日間、

韓国の昌原（チャンウォン）市にて実施した。フィー
ルドワークの日程及び主な活動内容は表1に示す。

参加者は国際文化学部国際文化学科の学生 7 名と
文化創造学科の学生 4 名、計11名である。国際文化
学科の学生は全員韓国語と韓国社会論を学んでおり、
文化創造学科の学生のうち、3 名はデザインを学ん
でいる企画プロデュース系、1 名は日本文化系の学
生であった。学年の内訳は 4 年生が 1 名（韓国に 1
年の留学経験有）、3 年生が 6 名、2 年生が4名であ
る。韓国語を学んでいる学生の韓国語能力はCFER
のC1レベル（上級：広域な話題や長い韓国語の文
章を理解し、状況にあった言葉を選び流暢に自己表
現ができ、論理的な主張や議論も組み立てることが
できる。）が 2 名、B1レベル（中級：自分に身近な
話題や個人的に関心のある話題について主要な点を
理解でき、簡単に韓国語による文章や口頭で表現す
ることができる。）が 5 名で、韓国語学習歴がない

学生は 4 名であった。国際文化学科の学生は全員海
外渡航経験があったのだが、文化創造学科の学生は
1 名を除き 3 名が今回初海外経験者であった。その
他、現地学習の活動中は本学から韓国に交換留学中
の学生 4 名が通訳やサポートとして参加した。

今回のフィールドになっている昌原市は慶尚南道
の東南部に位置し、2010年に昌原市、馬山市、鎮海
市が合併した都市である。昌原市でフィールドワー
クは昨年度に引き続き 2 回目となるが、実施する運
びとなった理由は、まず山口市との姉妹都市である
こと、そして過疎化や空洞化など山口市と共通課題
を抱えているからである。今回の研修ではそのテー
マを「地域活性化」としており、「幸せは身近にあ
る」というコンセプトのもと、「青い鳥」の童話か
ら「青い鳥プロジェクト」と名付けた。ロゴは文化
創造学科の学生がデザインをした（図１）。「幸せ
が身近に」ということから手のひらと青い鳥が飛ん
でいるような２つの意味を持ったロゴである。

以下では「地域フリーマーケット」「日本文化体
験ブース」「日韓共同セミナー」の３つの活動内容
について具体的に報告する。

2.1　地域フリーマーケット運営
「地域フリーマーケット」はチャンドン商店街で

1 か月に 1 度、訪問者に商店街を知ってもらうこと
を目的に、チャンドン・オドンドン・プリム商店街
の主催で開催されており、現在では地域住民だけで
なく、多くの関心を集めている。今回、山口県立大
学の学生は山口県の紹介をテーマに①小野茶の試飲、
②大内塗の塗り絵体験、③景観ポストカード販売、
④木製コースター販売、⑤浴衣の着付けを行った。
山口市の伝統工芸品である大内塗人形は歴史や制作
過程を説明するだけでなく、実際の大内塗人形の塗
り絵を提供し、親子連れの人にも楽しんでもらった。
③景観ポストカードと④木製コースターの作成は文
化創造学科の学生が中心となり、昨年度、本フリー
マーケットに参加した学生たちや韓国に留学中の学
生たちの協力のもと、何が人気なのか調べたり、日
本らしさ、山口らしさが出るものは何か、などアイ
テムから材料の選定、制作までを担当した。具体的
には、景観ポストカードは山口県の観光名所をポス
トカードにし、木製コースターは大内塗人形の顔と
山口県の特産物であるふぐの模様にした。ブースに
おいても、木製コースターの上に実際に筆ペンで絵図1．学生がデザインしたプロジェクトロゴ

表1. フィールドワークの日程及び主な活動内容
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を書いている様子を見せ、訪問者に大変好評であっ
た。⑤浴衣の着付け体験は、女性用・男性用の他に
子ども用も準備し、着付け後、写真撮影をした。商
店街の一角を撮影スペースとし、そこで写真をとる

ことで商店街の紹介にも一役買うことができた。
本フリーマーケット運営は、文化創造学科の学生

が製作から販売までを経験する大変貴重な場となっ
たようである。また、韓国語を学んでいる学生は訪

写真5．景観ポストカード 写真6．木製コースター

写真1．小野茶の試飲をすすめている様子 写真2．大内塗り絵をする親子

写真3．大内塗人形をお手本に塗り絵をする様子 写真4．コースターへの絵付け実演の様子

写真7．商店街にて撮影している様子 写真8．ブース全体の様子
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問者の呼び込みや各アイテムの紹介をするなど現地
の方々と積極的にコミュニケーションをとることで、
これまで学んできた韓国語を実際の場面で使ってみ
る良い機会となった。フリーマーケットでの売り上
げは全て主催者側である地域商圏活性化財団に寄付
を行った。

2.2　日本文化体験ブース
チャンドン市場 では「３Ｅ小道旅行」という地

域活性化プログラムを作り、商店街に以前の活気を
再びもたらそうとする取り組みを行っている。「３
Ｅ」とは「Education（教育）」「Economic（経
済）」「Experience（体験活動）」を意味し、主
催機関は「（財）オドンドン・チャンドン・魚市場
商圏活性化財団」、運営機関は「慶南大学校・産学
合力団・生涯学習研究センター」である。「３Ｅ小
道旅行」の目的は小中高校生や地域住民に商店街に
ついて学んでもらい、また訪れるきっかけづくりを
することである（詳細は林・森原・吉田,2014を参
照）。今回はその「３Ｅ小道旅行」の一部として
「日本文化体験ブース」を運営する運びとなった。
ブースでは日本を体験してもらう場として、①地域
（山口市）に伝わる昔話の紙芝居、②大内塗の塗絵、

③徳地和紙のしおり作り、④伝統遊び（けん玉とだ
るま落とし）、⑤浴衣試着体験を実施した。ブース
は 2 日間にわたって運営し、地域の中学生193名に
日本文化を紹介することができた。紙芝居は山口市
に伝わる昔話「といとい」という話を国際文化学科
の学生が韓国語に訳し、文化創造学科の学生がオリ
ジナルの紙芝居を作成した。作成にあたっては昔話
ということを踏まえ、おばあさんのセリフなど登場
人物の特徴に合わせ昌原市の方言で読むなど、工夫
をこらした。

大内塗り絵や徳地和紙のしおりでは、ただ単に大
内塗り絵や徳地和紙のしおりを作成するのではなく、
筆ペンで日本語を書いてみるといった体験コーナー
も設けた。プログラムに参加した韓国の中学生が自
分の書きたい単語やフレーズをリクエストし、山口
県立大学生や手伝いに来てくれた慶南大学の日本語
学科の学生に日本語を教えてもらう姿も見られた。
伝統遊びとしてはけん玉とだるま落としを紹介した
が、参加者はとても熱心に取り組んでいた。浴衣の
着付けにおいては、最初は恥ずかしがって試着を拒
んでいた生徒もいたが、試着後は気に入ったようで
あった。体験後、中学生にアンケートを実施したと
ころ以下のような感想がよせられた。

写真11．紙芝居の様子 写真12．オリジナル紙芝居

写真9．ブースについて説明をしている様子 写真10．大内塗り絵について説明している様子
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「日本には様々な伝統があることがわかった」
「体験は本当に面白かったし日本に行きたい」
「日本の服を着たら変かなと思ったけど大丈夫
　だった」
「日本文化が身近になった」
「日本に対する考えが変わった」

普段日本文化に触れる機会があまりない多くの韓
国人中学生にとって、日本や山口について興味や関
心を持つきっかけが提供できたと考える。また説明
する日本人大学生にとっても自国の文化をどのよう
に説明したら分かりやすいのか、興味を持ってもら
えるのか、など考えたり、実際に中学生からの質問
に答えたりすることで日本や日本文化について改め

て見直すことができたと考える。

2.3　日韓大学生共同セミナー
「日韓大学生共同セミナー」は慶南大学校の大学

生とともに実施した。セミナーでは「地域の再生と
成長のための幸せな地域社会作り」をテーマに日
本・韓国それぞれの地域の抱える課題を共有し、解
決策を考え、ディスカッションを行った。具体的に
は、初めに慶南大学生から地域社会問題とその問題
に関する分析、自らが取り組んだプログラムについ
て発表があった。本プロジェクトの受入先である慶
南大学教育大学院のチョン・ウンニ教授の担当科目
では、学期を通して地域活性化について考え、グ
ループごとに問題解決に向けたプロジェクトの企

写真13．徳地和紙のしおりづくり 写真14．筆ペンで日本語を書いている様子

写真15．けん玉をしている様子 写真16．浴衣を試着をしている様子

写真17. 慶南大学生の発表 写真18. 山口県立大学生の発表
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画・運営が課題となっている。今回のセミナーで
は、数々のプロジェクトの中でベストプロジェクト
に選ばれた学生グループの代表学生の発表であった。
取組みの内容はSNSの１つであるFacebookを活用
した地域活性化で、大学生がFacebookに投稿した
りコメントをすることで、多くの人に地域のことを
広報・周知するというプロジェクトであった。ウェ
ブサイトに投稿してから、閲覧者が増加し、授業が
終了した今でも大学生だけでなく、地域の方、地域
外の閲覧者が増えている状況であるとのことだった。
「身近なところから始めること、大学生でもできる
ことを探して実行することが重要であると感じた」
との報告は大変印象的であった。

一方、山口県立大学の学生からは山口市にある昔
ながらの建物や風情のある歴史的な大殿大路地区に
実際に赴き、その地域の雰囲気や様子を伝えるため
に自分たちが制作したビデオを紹介するとともに、
今後は学生も地域の方と協力し、「イベントなどが
あったときにボランティアスタッフとして参加す
る」「広報をする」などと、より積極的に参加する
必要がある。また、現地調査を行う中で、地域の店
舗経営者、NPO関係者のインタビューで明らかに
なった、「人がにぎわうこと」が「地域活性化」で
はないこと、今の暮らしや静かな雰囲気を大事にし
たいと思っている人もいることを受け、そういった
人たちをどのように巻き込んで「地域活性化」に取
り組んでいくのかが今後考えていくべき課題である
との報告を行った。

このように昌原市と山口市両地域について共通
認識を持ったうえでディスカッションへと移った。
ディスカッションは日韓大学生５～６名のグループ
を構成し、①「幸せな地域社会」とは何か、②「幸
せな地域社会」を妨げるものは何か、③幸せな地域

づくりのために大学生ができることは何か、につい
てグループごとに意見交換を行った。その後、グ
ループごとにまとめた意見を発表した。

グループ発表では「国は違っても地域の問題は似
ている点があるというのが発見だった」「地域活性
化を妨げる一番の障害は無関心であること」「地域
愛をもって地域を知ることからはじめたい」という
意見が多く見られた。

３．取組みの成果
本研修では、学生自らが主体的に「自分の役割」

「自分に何ができるのか」を客観的にとらえ、チー
ム全体に貢献するために意識し行動できるよう、研
修期間中毎日15分程度の内省の時間を設けた。15分
という時間は研修中のあまり時間がない中で確実に
毎日確保するために適している時間だと判断したか
らである。その日の自分自身の行動、何をしたのか、
どんなふうに感じたり考えたりしたのか、など一日
の振り返り後、次の日の活動内容や日程にあわせて
行動目標を立て、個人の冊子にメモをとるようにし
た。今回の記録については、学生からも、毎日振り
返りの時間を持ち、記録をしていたことで研修中に
感じたり考えたりした小さなことを忘れずに胸にと
どめておくことができた、という声が寄せられた。

本研修に参加した学生の事後アンケートや学習報
告書にあった気づきや感想を以下のカテゴリーごと
にまとめ、下記に示す。

問題解決の意識
⃝難しい点があっても考え行動し変えていこうとす

る点を学んだ。
⃝課題を発見する力が身についた。今回は大殿大路

を取り上げて自分たちなりに改善案を出したが、

写真19. グループ活動の様子 写真20. グループ発表の様子
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他の街にも活かせる点があると思う。
⃝みんなで意見を出し合っていろいろ企画してきた

り、共同セミナーでの経験などは今後のグループ
ワークのときなどで役立てると思う。

グローバルな視点
⃝異文化の人と接するときに、どのようにしたらよ

く伝わるかこのプログラムで考えたり、工夫した
りした。

⃝韓国で、韓国の人に分かりやすく山口や日本につ
いて表現することが大事だと学んだ。

⃝地域社会を考えるという大きなテーマはもちろん
のこと、異文化に触れ、人と関わったことで、相
手を尊重し、思いやりをもって接することができ
るようになった。

⃝多様性理解。海外滞在や異文化交流という経験は、
今後もある可能性が高いので、参考にしたい。

⃝今回のプロジェクトで、改めて「世界にはいろん
な考え方の人がいるなぁ」と感じた。それを感じ、
理解する、理解されることを経験したので、この
経験はどんな場面でも適応すると思う。

⃝他国に向けてモノを作り売るということは、普段
では絶対できない経験なので貴重な経験になった。

⃝自分がつくり出したものが、国外の人にも伝わる
というのは素晴らしい機会だったので、積極的に
国内外へ広く発信していきたい。

批判的思考力
⃝相手のことを知るためには自分のこともよく知っ

ておかなければならないということを実感した。
⃝難しい点があっても考え、行動し変えていこうと

する点。
⃝現状を把握し、逆算して行動していく力と人の意

見を聞くことを学んだ。
⃝課題発見力。今回は大殿大路を取り上げて自分た

ちなりに改善案を出したが、他の街にも活かせる
点があると思う。

⃝フリーマーケットのアイテム制作にあたり、去年
の参加者たちに来場者の年齢層など聞きつつ作っ
たが、実際のフリーマーケットは自分が思ってい
たものと全く違っていた。これを通し何かを作る
際、一度でも現地に行き、その場の雰囲気を確か
めてモノを作らなければならないと感じた。（事
前に行き、調べることの大切さを学んだ。）

多面的思考力
⃝地域の抱える課題は国が違っても共通するものが

あって、もっとお互いに協力し合えると思ったた
め、他の分野でも同じことがいえるのではないか
と考えた。将来の仕事に生かせそう。

⃝チームで動くときの自分の役割を把握すること。
⃝自分には何ができて何ができないのかなど強みが

何か分かったのはとても大きい気がする。社会に
出たら自分の役割が何かというのは大切だと思う
ので活用できると思う。

⃝社会に出たら自分の役割を認識してどう動くかと
いうことと人と働く上での関係の築き方は今回の
プロジェクトで学んだスキルを生かせるのではな
いかと思う。

⃝探究心。何事にも好奇心を持って小さな事でも疑問
が湧いたら調べてそこから学習を広げていきたい。

４　おわりに　
上記の学生の感想やコメントからも分かるように

本研修は、多方面で学生に学びの機会を与えるだけ
ではなく、毎日の振り返りの時間を持つことによっ
て自分の役割や自身の変化と客観的に向き合い、次
の行動を促す「足場かけ」としても有効であったと
評価できる。

一方、近年では海外研修についてどのようなアプ
ローチで評価をすべきなのか、など評価方法が議論
の中心となっている。海外研修を通して学生が習得
したスキルや意識の変化は短期間で劇的な変容を遂
げるものではない。研修の学びを今後につなげ継続
させるためには、学習者が自身の変化や成長過程を
客観的にとらえる仕組みを構築することが重要であ
ると考える。

今後は学習者の形成的評価を重視した海外研修を
通して学んだスキルや意識の変化をさらに発展させ
るためにはどのようなフォローアップが必要なのか、
学習スキルの可搬性や持続性の観点から検討してい
きたい。
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